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効
率
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
施
設
の
収
益
を

活
用
し
た
公
園
整
備
が
可
能
と

な
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で

も
持
続
的
な
公
園
整
備
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
民
間
の
参
入
や

優
良
な
投
資
を
促
進
し
、
公
園

利
用
者
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

質
疑
で
は
、
補
正
予
算
に
お

け
る
事
業
者
選
定
に
伴
う
経
費

の
詳
細
が
問
わ
れ
、
予
算
業
務

の
内
容
と
し
て
、
公
募
設
置
等

指
針
の
作
成
、
意
向
調
査
の
実

施
、
概
算
事
業
費
の
算
出
、
収

益
施
設
の
収
支
予
算
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
要
求
水
準
書
の

作
成
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
、
業
務
委
託
に
お
け
る

本
市
の
方
針
と
成
果
物
の
費
用

対
効
果
の
検
証
に
つ
い
て
の
考

え
や
、
供
用
開
始
に
向
け
て
の

思
い
な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
い
ず
れ
も
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

　

現
行
の
規
定
で
は
、
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証

を
添
え
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
か
か
わ
ら
ず
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ

れ
た
端
末
機
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
申
請
が
で
き
る
よ
う
平
塚

市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
す
。

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
し
、
市
民
の

利
便
性
向
上
と
証
明
書
交
付
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

み
ず
ほ
小
学
校
校
舎
増
築
工

事
や
平
塚
競
技
場
照
明
塔
改
修

工
事
の
予
定
価
格
が
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
千
万
円
を
超
え
る
た

め
、
議
会
の
議
決
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
い
ず
れ
も
全
員

異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

涼しい場所をみんなで共有するクールシェアスポットになっている平塚市美術館。暑い日には庭にあるパラソ
ルも開き、日陰で休めます。美術館では8月27日まで「ブラティスラヴァ世界絵本原画展」を開催しています
ので、この機会に是非お越しください。

新
た
な
民
間
活
力
の
活
用
へ

―
―
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

　
平
塚
市
議
会
は
、
平
成
29
年
6
月
2
日
か
ら
6
月
27
日
ま
で
、
26
日
間
の
会
期
で
6
月
定
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
や
29
年

度
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
25
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
意
見
書
提
出
に
関
す
る
2
件
の
会
議
案
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
8
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成29年６月 市議会定例会

主 な 内 容

農業委員会委員の
任命に同意

　農業委員会等に関する法律の一部
改正により、農業委員会委員は市長
の任命制に変更となりました。この
新たな制度の下、委員の任命に同意
が求められ、各氏とも全員異議なく
同意しました。

●相原 晴美 氏（四之宮五丁目）
●伊藤 啓子 氏（東真土二丁目）
●今井 秀彦 氏（上平塚）
●上原 敏行 氏（長持）
●遠藤 計一 氏（豊田平等寺）
●小宮　 勝 氏（横内）
●佐藤 尚之 氏（岡崎）
●佐藤 光夫 氏（下島）
●清水 二生 氏（南金目）
●露木　 潔 氏（山下）
●成瀬 光雄 氏（東真土三丁目）
●西岡佐代子 氏（立野町）
●濵田 昌伯 氏（下吉沢）
●横山 篤正 氏（上吉沢）

総括質問� 2～7面
清風クラブ� 2・3
　佐藤貴子　坂間正昭　諸伏清児
　野崎審也
湘南フォーラム� 4
　出村　光　内堀祐一
公明ひらつか� 5
　鈴木晴男 小笠原千惠美 伊東尚美
日本共産党平塚市議会議員団� 6
　渡辺敏光　髙山和義
平塚自民クラブ� 7
　臼井照人　吉野和美
無所属� 7
　江口友子
常任委員会の審査概要� 6面
議案審議の結果� 8面

　

今
定
例
会
の
本
会
議
５
日
目

に
平
塚
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
と
平
成
29

年
度
平
塚
市
一
般
会
計
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
で
は
、
都
市
公

園
法
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
創

設
さ
れ
た
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‒
Ｐ
Ｆ
Ｉ

制
度
を
活
用
す
る
た
め
、
必
要

な
規
定
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
で
は
、
ひ
ら
つ
か

海
岸
エ
リ
ア
魅
力
ア
ッ
プ
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
エ
リ
ア
の
一
部
で
あ

る
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
に
お
い

て
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‒
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度

を
活
用
し
、
公
募
民
間
事
業
者

に
よ
る
公
園
施
設
整
備
を
進
め

る
た
め
、
事
業
者
選
定
に
伴
う

経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
整

備
規
模
は
、
最
大
で
約
３
万
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
今
後
、
民
間

事
業
者
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え

決
定
し
ま
す
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‒
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度

は
、
民
間
活
力
に
よ
る
都
市
公

園
の
再
生
・
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の

で
、
民
間
提
案
に
よ
る
公
共
還

元
型
の
収
益
施
設
の
設
置
管
理

制
度
で
す
。
設
計
か
ら
施
工
・

運
営
ま
で
一
括
で
行
う
こ
と
に

よ
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

◆
２
議
員
表
彰
さ
れ
る

　

今
定
例
会
の
初
日
の
本
会
議

終
了
後
に
、
市
議
会
議
員
在
職

10
年
以
上
と
な
る
野
崎
審
也
議

員
（
清
風
ク
ラ
ブ
）
と
坂
間
正

昭
議
員
（
清
風
ク
ラ
ブ
）
が
、

市
政
の
発
展
に
尽
力
し
た
功
績

を
た
た
え
ら
れ
、
本
市
功
労
者

と
し
て
市
長
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
も
市
議
会
議
員
在
職
10
年

の
表
彰
が
あ
り
、
議
長
か
ら
表

彰
状
の
伝
達
披
露
が
あ
り
ま
し

た
。


